
A．研究目的

近畿ブロックは滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・

和歌山の2府4県からなる。全国の都道府県でHIV

感染者・AIDS患者の報告数が2番目に多い大阪府が

含まれるが、残りの5府県では大阪府ほどの報告件

数はないものの、HIV診療における課題は少なくは

ない。大阪府においては、エイズ診療ブロック拠点

病院（以下ブロック拠点病院）と中核拠点病院に、

残りの府県においては中核拠点病院を含む特定の拠

点病院に患者が集中する傾向にある。患者集中の問

題はあるものの、各府県では中核拠点病院が中心と

なり抗 HIV 療法は円滑に行われている。その一方

で、予後の改善した HIV 感染者の長期治療におい

て、HIV感染症以外の一般医療への需要が増加し始

めている。例えば感冒や胃腸障害、整形外科的問題

で遠方の急性期病院である拠点病院に受診するので

はなく、近隣のクリニックや夜診を行っている病院

の受診を希望する患者も少なくはない。このように

拠点病院以外の医療施設の参加が必要な状況である

ことが明らかになってきた。長期療養が必要なHIV

感染者が安心して療養できるような診療体制の整

備、つまり拠点病院と拠点病院以外の病院との病病

連携や病診連携も踏まえての医療体制を整備する必

要がある。このようなHIV感染症診療の質の変化に

伴い、透析クリニック、精神疾患や要介護患者の受

け入れ施設などが少ないことは新たな課題となって

きており、診療上の種々の課題に伴った研修会の実

施が必要である。

B．研究方法

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。本

研究班で作成した資材は「あなたに知ってほしいこ

と 」（ http://www.onh.go.jp/khac/data/kanja-panfu12.

pdf）、「カウンセリングのご案内」、「HIVカウンセリ

ン グ 制 度 の ご 案 内 」、「 Healthy&Sexy」

（http://www.onh.go.jp/khac/data/ healthy-sexy2014.pdf）

の4点である。2点については当センターホームページ

からダウンロード可能である。

（倫理面への配慮）

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。

C．研究結果

2017年度の研修会実施実績は添付の通りで、11

件であった（開催予定を1件含む）。中核拠点病院

および各自治体でも研修会が企画、主催された。講

義形式のものが6件、ロールプレイも含まれるもの

が3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが2件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな
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った職種は医師（1件）・歯科医師（1件）・看護

師 （ 4 件 ） ・ カ ウ ン セ ラ ー （ 1 件 ） ・ MSW（ 1

件）・多職種（3件）であり、多くの職種が対象と

なっていた。

情報発信においては、ホームページの運営は重要

であるが、ホームページでは2つの点において改訂

を行った。拠点病院外で発生したHIV感染者による

医療従事者の血液・体液曝露（針刺しなど）、いわ

ゆる「外部PEP」に関する情報のアップデートを行

った。大阪府

（http://www.pref.osaka.lg.jp/chikikansen/aids/harisasi.

html）や大阪府医師会（http://oma-member.do.ai/

info.html）のホームページにも外部PEPの情報は掲

載されているものの、最初に当センターのホームペ

ージで情報を確認する医療従事者も少なくなかっ

た。この変更を行った以後、数例の外部PEP症例が

当院外来を受診したが、全例スムーズに対応ができ

ていた。また、HTML/CSS/Javascriptを導入し、ホ

ームページのプログラムの全面的書き換えを行っ

た。これにより、スマートフォンやタブレットでの

表示の最適化や、検索エンジン最適化、PCやスマ

ートフォンなどでの表示の高速化が得られる予定で

ある。院内のWEBサーバーのアップデートが終了

次第、当センターのホームページのアップデートを

行う予定である。

中核拠点病院会議を 2017 年 10 月 14 日に実施し

た。各中核拠点病院におけるHIV診療の課題におい

て、行政の担当者とともに共通認識を持つ場とし

た。薬物依存症・高齢者・透析・外国人における医

療機関と行政の連携については、次回の検討課題と

なった。

D．考察

今年度も11件の研修を行った。注意すべきこと

は、近畿ブロックではこれらの研修会以外にも、多

くの研修会を実施していることである。例えば、本

研究班主催では薬剤師を主な対象とした研修会を行

っていないが、それらの研修会は関西臨床カンファ

レンス（http://www.kansai-hiv.com/index.html）が主

催で行っている。さらに、関西臨床カンファレンス

では薬剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキ

ルアップセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウ

ンセリング部会なども行われている。研修・教育効

果の評価方法については、今年度は十分なデータが

なかったため、次年度の課題とした。昨年度より研

修会の一部の講義でクリッカーを使用するようにし

た。アンケート調査では、クリッカーの使用に関し

ては概ね良好な回答が得られた。

上記のように、近畿ブロックでは中核拠点病院や

行政が積極的に研修会を開催し、一般医療機関や施

設のほか、各職種に向けた研修会が数多く開催され

た。大阪府の歯科診療においては、大阪府歯科医師

会や行政が中心となりネットワークが形成された。

即日で紹介できる歯科医院は減ったものの、受け入

れに関して困るような状況はほぼ無くなった。しか

し、一般医療機関や長期療養施設の受け入れが進ん

だとは言えず、HIV感染症が治療による予後の著し

い改善に伴う慢性疾患であるという認識の周知と、

改善に向けたさらなる取り組みが必要と考える。

受け入れをスムーズに行うためには、HIVの曝露

後予防の対応が必要になってくる。この点も行政を

中心に体制整備を行い、大阪府では 11 箇所の HIV

感染予防に対する受け入れ病院が配置された。職業

曝露後のファーストコンタクトとして、当院を選択

する医療従事者が少なくないことを考慮して、今年

度はホームページの改訂を行った。いまだに曝露源

患者が不明の曝露でのPEPの希望やHIVスクリーニ

ング陽性・確認検査陰性でのPEP継続に関する質問

なども少なくなく、今後も継続的な情報発信・教育

に努める必要がある。

E．結論

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。
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